
 

 

 

 

 

平成 26 年５月９日（金）ホテルプリムローズ大阪において、「第 12 回大阪府安全なま

ちづくり推進会議総会」が開催されました。 

本総会には、大阪府知事、大阪府警察本部長、大阪市副市長（市長代行）、堺市副市長（市

長代行）のほか、事業者団体等の代表者が出席し、大阪狭山市役所と同市の防犯ボランティ

アによる事例発表後、「安全で安心なまち大阪」の確立に向けた意見交換等が行われました。 

 

１ 平成 26年度の活動方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1２回 大阪府安全なまちづくり推進会議総会 概要 

■ 目 標  

○ 街頭犯罪抑止活動の推進 

○ 子どもや女性の犯罪被害の防止 

■ 取組み重点テーマ 

○ 防犯ボランティア活動の充実 

○ 防犯カメラ設置など防犯環境整備の拡充 

○ 少年非行防止に向けた取組の推進 

 

 

 

 

① 街頭犯罪をはじめ、府民の身近なところで発生する犯罪の防止に向け、府内関係機

関の連携を強化し、防犯カメラの設置など防犯対策を具体的に実施する。 

② 子どもや女性の犯罪被害を防止するため、地域防犯力向上に向けた防犯ネットワーク

をきめ細やかに構築し、子どもの見守り活動や青色防犯パトロール活動の活性化を図

るとともに、効果的な広報啓発活動を実施し、自主防犯活動の促進を図る。 

③ 少年非行防止・健全育成のため、学校・教育委員会・自治体・地域住民等、社会を挙

げた取組により、学校外における児童生徒への指導や声かけなどの街頭補導活動や立

ち直り支援及び青少年の健全育成を阻害する有害環境を浄化する活動を実施する。 

④ 府民一人ひとりの規範意識と地域の連帯感の醸成を推進し、地域防犯力の強化によ

る犯罪の起きにくい社会を実現する。  

 

 

 

 

活動の基本方針 



２ 事例発表 

 

 

 

 

＜事例発表のポイント＞ 

 ＊ 市民が拠点の防犯活動と市の支援制度 

 ＊ 自治会等の防犯活動（日常的な活動と非日常的な活動を考える） 

＊ 大阪狭山市の特色ある防犯活動の取組み 

  ・小学校区地域防犯ステーションでの情報共有 

  ・子どもの安全見守り活動を小学校で周知等 

 ＊ 防犯ボランティア活動のこぼれ話 

    ・子ども達からの感謝の手紙 

 

３ あいさつ・意見交換等コメント概要 

大阪府知事（会長） 

【あいさつ】 

「安全なまちづくり」に向けた取組については、平成２１年度以降、府警をはじめ、事

業者や防犯ボランティアのみなさんにご協力をいただき、総合的な治安対策を推進してき

た結果、この 5 年間で防犯活動に対する気運も高まり、ひったくり等体感治安に直結す

る犯罪も減少し、一定の成果がみられたところです。 

  東京都とともに我が国の成長をけん引する立場にある大阪府として、「大阪の成長」の

基盤となるのは「安全・安心」の確保であり、重要な取組みであると認識しています。 

 

【意見交換会】 

○ 「地域安全センター」の設置については、大阪市をはじめ、市区町村の努力のおか

げで、府内の小学校区の 6 割をカバーできるようになった。これに満足することなく

100％カバーできるよう、皆様のご協力をお願いします。 

○ 府では防犯カメラの設置補助の仕組みがあり、設置台数も確実に増えている。府は

基礎自治体の市町村をサポートし、体感治安の向上を感じていただけるよう、取組み

を進めていきたい。 

○ 防犯活動は、ここまでやればよいというのはない。日々一つ一つの積み上げが一番

大事。減少した犯罪もあれば、増加した犯罪もある。他地域と比べるだけでなく、昨

年に比べて今年、今年に比べて来年と、府内の認知件数を減らしていくことで、結果

として府民に体感治安の向上を感じてもらえると思っている。 

 

『市民が起点のまちづくり』～地域防犯活動を応援します～ 

大阪狭山市 政策調整室市民協働担当部長 

大阪狭山市 防犯委員会 防犯部会長   

 



 

大阪府警察本部長（会長代行） 

【あいさつ】 

「安全なまち大阪」の実現には、警察力だけでは限界があり、自治体、地域住民等との

連携・協働が必要不可欠であります。 

  警察といたしましても皆様と連携・協働して街頭防犯カメラの増設など、防犯環境の整

備を図るとともに防犯ボランティアに対する積極的な支援を実施し、各種活動の活性化を

図るなどして、府民の自主防犯意識を高めていきたいと考えております。 

 

【意見交換会】 

○ 防犯ボランティア活動の充実と活性化を図るためには、防犯ボランティア活動に対す

る自治体の支援による財政基盤の充実が必要不可欠であります。 

○ 防犯カメラにつきましては、設置が進んでおり、大変心強く思っています。これまで

以上の更なる拡充を図って行くように、警察としても地域住民、自治体と連携を図って

いきたいと思っています。 

○ 事例発表において、子ども達から見まもり隊の方へ、お礼の手紙などを渡したことな

どが紹介されていましたが、見まもり隊の方のモチベーションを上げるためにも是非、

他の学校でも行っていただけるように、御協力お願いします。 

 

※ 各コメントは、本会議開催中に発言された要旨を記載しています。 


